
(57)【要約】
【課題】単位時間当たりのガス処理量を増大させること、また、格別撹拌手段を要するこ
となく、気液接触を十分に図ることが可能であるガス分散函、ガス吹き込み装置及びそれ
を用いた気液接触装置を提供する。
【解決手段】ガス分散函を、対称性を有し、対称軸に沿って中央部を貫通空間とし、中空
に形成され、かつ上部を多孔性構造とし、側部又は下部にガス導入口を設けてなる中空リ
ング状のものとする。該函は、好適には対称性が回転対称性であり、対称軸が回転対称軸
であり、さらにはドーナツ形状を有するか、或いは対称軸を含む縦断面形状が角部にＲを
有してもよい矩形、楕円又は円であるのがよく、また、少なくとも上部がたわみ性材又は
可撓性材からなり、上部を多孔構造とするのがよい。
【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 対 称 性 を 有 し 、 対 称 軸 に 沿 っ て 中 央 部 を 貫 通 空 間 と し 、 中 空 に 形 成 さ れ 、 か つ 上 部 を 多
孔 性 構 造 と し 、 側 部 又 は 下 部 に ガ ス 導 入 口 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 中 空 リ ン グ 状 ガ ス 分
散 函 。
【 請 求 項 ２ 】
　 対 称 性 が 回 転 対 称 性 で あ り 、 対 称 軸 が 回 転 対 称 軸 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の ガ ス 分 散 函 。
【 請 求 項 ３ 】
　 対 称 軸 に 垂 直 方 向 の 内 周 と 外 周 と の 比 あ る い は 対 称 軸 に 垂 直 方 向 の 最 小 内 周 と 最 大 外 周
と の 比 が １ ： １ ． ５ ～ １ ： １ ０ の 範 囲 で あ る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の ガ ス 分 散 函 。
【 請 求 項 ４ 】
　 対 称 軸 方 向 の 函 高 さ と 対 称 軸 に 垂 直 方 向 の 外 周 あ る い は 最 大 外 周 と の 比 が １ ： １ ～ １ ：
５ ０ の 範 囲 で あ る 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ 記 載 の ガ ス 分 散 函 。
【 請 求 項 ５ 】
　 貫 通 空 間 が 回 転 対 称 軸 と 同 軸 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か に 記 載 の ガ
ス 分 散 函 。
【 請 求 項 ６ 】
　 対 称 軸 を 含 む 縦 断 面 が 、 円 、 楕 円 、 及 び 角 部 に Ｒ を 有 し て も よ い 、 多 角 形 、 半 円 又 は 半
楕 円 か ら な る 群 か ら 選 ば れ た 形 状 を 有 す る 請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か に 記 載 の ガ ス 分 散
函 。
【 請 求 項 ７ 】
　 ド ー ナ ツ 形 状 を 有 す る か 、 或 い は 対 称 軸 を 含 む 縦 断 面 形 状 が 角 部 に Ｒ を 有 し て も よ い 矩
形 、 楕 円 又 は 円 で あ る 請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か に 記 載 の ガ ス 分 散 函 。
【 請 求 項 ８ 】
　 少 な く と も 上 部 が た わ み 性 材 又 は 可 撓 性 材 か ら な る 請 求 項 １ な い し ７ の い ず れ か に 記 載
の ガ ス 分 散 函 。
【 請 求 項 ９ 】
　 上 部 を 多 孔 構 造 と し た 請 求 項 １ な い し ８ の い ず れ か に 記 載 の ガ ス 分 散 函 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 多 孔 構 造 を た わ み 性 材 又 は 可 撓 性 材 か ら な る 多 孔 板 で 形 成 さ せ た 請 求 項 ９ 記 載 の ガ ス 分
散 函 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ な い し １ ０ の い ず れ か に 記 載 の ガ ス 分 散 函 に ガ ス 導 入 管 を 接 続 し て な る ガ ス 吹
込 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 ガ ス 導 入 管 を ガ ス 分 散 函 の 側 部 に 接 続 す る 請 求 項 １ １ 記 載 の ガ ス 吹 込 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 ガ ス 分 散 函 が 請 求 項 ７ 記 載 の も の で あ る 請 求 項 １ １ 又 は １ ２ 記 載 の ガ ス 吹 込 装 置
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 １ １ 、 １ ２ 又 は １ ３ 記 載 の ガ ス 吹 込 装 置 を タ ン ク 内 に 配 設 し て な る 気 液 接 触 装 置
。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 タ ン ク 内 周 面 形 状 を ガ ス 吹 込 装 置 の ガ ス 分 散 函 の 外 周 面 形 状 と 同 様 に し て な る 請 求 項 １
４ 記 載 の 気 液 接 触 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 タ ン ク 及 び ガ ス 吹 込 装 置 の ガ ス 分 散 函 の 周 面 が 円 形 横 断 面 形 状 を 呈 す る 請 求 項 １ ４ 又 は
１ ５ 記 載 の 気 液 接 触 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 タ ン ク と ガ ス 分 散 函 と の 間 の 空 間 の 横 断 面 積 あ る い は 最 小 横 断 面 積 を Ａ 、 ガ ス 分 散 函 の
横 断 面 積 あ る い は 最 大 横 断 面 積 を Ｂ 、 ガ ス 分 散 函 の 中 央 部 の 貫 通 空 間 の 横 断 面 積 あ る い は
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最 小 横 断 面 積 を Ｃ と し た と き 、 Ａ ： Ｂ が １ ： １ ～ １ ： ２ ０ 、 Ａ ： Ｃ が １ ： ０ ． ５ ～ １ ： １
０ の 範 囲 で あ る 請 求 項 １ ４ 、 １ ５ 又 は １ ６ 記 載 の 気 液 接 触 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 軽 質 炭 酸 カ ル シ ウ ム 製 造 用 で あ る 請 求 項 １ ４ な い し １ ７ の い ず れ か に 記 載 の 気 液 接 触 装
置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 軽 質 炭 酸 カ ル シ ウ ム の 製 造 、 石 油 化 学 に お け る 気 液 接 触 反 応 、 脱 硫 装 置 用 吸
収 装 置 、 活 性 汚 泥 装 置 用 曝 気 装 置 、 微 生 物 の 液 体 培 地 中 で の 好 気 培 養 等 に 用 い て 好 適 な ガ
ス 分 散 函 、 ガ ス 吹 込 装 置 及 び そ れ を 用 い た 気 液 接 触 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 気 液 接 触 は 、 最 も 単 純 に は ガ ス 吹 込 管 を 液 に 浸 し 、 該 管 の ノ ズ ル か ら ガ ス を 液 中
に バ ブ ル 状 に 生 じ る よ う に 吹 き 出 す こ と に よ り 行 わ れ て い る 。 し か し な が ら 、 こ の 気 液 接
触 手 段 は 、 ガ ス 吹 込 管 が 少 な く と も バ ブ リ ン グ 中 は 常 に 液 中 に あ る こ と か ら 、 該 管 の 表 面
は ス ケ ー ル 沈 積 、 ノ ズ ル あ る い は 開 孔 の 目 詰 ま り を 生 じ る の を 避 け ら れ ず 、 そ の た め バ ブ
リ ン グ 状 態 が 時 間 経 過 に つ れ て 変 動 す る な ど の 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 問 題 に 対 処 す べ く 、 本 発 明 者 ら は 、 既 に 図 ２ に 示 す よ う な 分 岐 し た 複 数 の ガ
ス 分 散 函 を 配 設 し た ガ ス 吹 込 装 置 を 提 案 し た （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
　 こ の よ う な ガ ス 吹 込 装 置 は 、 ガ ス 吸 収 効 率 が 良 好 で 、 ス ケ ー ル の 生 成 を 低 下 さ せ 、 バ ブ
リ ン グ 状 態 の 時 間 経 過 に つ れ て の 変 動 が 小 さ い 等 々 の 利 点 を 有 す る が 、 単 位 時 間 当 た り の
ガ ス 処 理 量 に お い て 構 造 上 容 量 的 な 制 約 を 免 れ な い た め 十 分 と は い え な い し 、 ま た 、 気 液
接 触 を 十 分 に 図 る に は 撹 拌 手 段 を 必 要 と す る な ど の 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － ５ ７ ３ １ ０ 号 公 報 （ 特 許 請 求 の 範 囲 そ の 他 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 単 位 時 間 当 た り の ガ ス 処 理 量 を 増 大 さ せ る こ と 、 ま た 、 格 別 撹 拌 手 段 を 要 す
る こ と な く 、 気 液 接 触 を 十 分 に 図 る こ と が 可 能 で あ る ガ ス 分 散 函 、 ガ ス 吹 き 込 み 装 置 及 び
そ れ を 用 い た 気 液 接 触 装 置 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 前 記 の 好 ま し い 特 徴 を 有 す る ガ ス 分 散 函 、 ガ ス 吹 込 装 置 及 び 気 液 接 触 装
置 を 開 発 す る た め に 種 々 研 究 を 重 ね た 結 果 、 ガ ス 導 入 管 に 接 続 又 は 連 結 さ れ る ガ ス 分 散 函
を 、 対 称 性 を 有 し 、 央 部 に つ い て 対 称 軸 に 沿 っ て 貫 通 空 間 と し て 開 口 さ せ た 構 造 と す る と
、 課 題 解 決 に 資 す る こ と を 見 出 し 、 こ の 知 見 に 基 づ い て 本 発 明 を 完 成 す る に 至 っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 は 以 下 の と お り の も の で あ る 。
（ １ ） 対 称 性 を 有 し 、 対 称 軸 に 沿 っ て 中 央 部 を 貫 通 空 間 と し 、 中 空 に 形 成 さ れ 、 か つ 上 部
を 多 孔 性 構 造 と し 、 側 部 又 は 下 部 に ガ ス 導 入 口 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 中 空 リ ン グ 状 ガ
ス 分 散 函 。
（ ２ ） 対 称 性 が 回 転 対 称 性 で あ り 、 対 称 軸 が 回 転 対 称 軸 で あ る 前 記 （ １ ） 記 載 の ガ ス 分 散
函 。
（ ３ ） 対 称 軸 に 垂 直 方 向 の 内 周 と 外 周 と の 比 あ る い は 対 称 軸 に 垂 直 方 向 の 最 小 内 周 と 最 大
外 周 と の 比 が １ ： １ ． ５ ～ １ ： １ ０ の 範 囲 で あ る 前 記 （ １ ） 又 は （ ２ ） 記 載 の ガ ス 分 散 函
。
（ ４ ） 対 称 軸 方 向 の 函 高 さ と 対 称 軸 に 垂 直 方 向 の 外 周 あ る い は 最 大 外 周 と の 比 が １ ： １ ～
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１ ： ５ ０ の 範 囲 で あ る 前 記 （ １ ） 、 （ ２ ） 又 は （ ３ ） 記 載 の ガ ス 分 散 函 。
（ ５ ） 貫 通 空 間 が 回 転 対 称 軸 と 同 軸 に 形 成 さ れ て い る 前 記 （ １ ） な い し （ ４ ） の い ず れ か
に 記 載 の ガ ス 分 散 函 。
（ ６ ） 対 称 軸 を 含 む 縦 断 面 が 、 円 、 楕 円 、 及 び 角 部 に Ｒ を 有 し て も よ い 、 多 角 形 、 半 円 又
は 半 楕 円 か ら な る 群 か ら 選 ば れ た 少 な く と も 一 種 の 形 状 を 有 す る 前 記 （ １ ） な い し （ ５ ）
の い ず れ か に 記 載 の ガ ス 分 散 函 。
（ ７ ） ド ー ナ ツ 形 状 を 有 す る か 、 或 い は 対 称 軸 を 含 む 縦 断 面 形 状 が 角 部 に Ｒ を 有 し て も よ
い 矩 形 、 楕 円 又 は 円 で あ る 前 記 （ １ ） な い し （ ５ ） の い ず れ か に 記 載 の ガ ス 分 散 函 。
（ ８ ） 少 な く と も 上 部 が た わ み 性 材 又 は 可 撓 性 材 か ら な る 前 記 （ １ ） な い し （ ７ ） の い ず
れ か に 記 載 の ガ ス 分 散 函 。
（ ９ ） 上 部 を 多 孔 構 造 と し た 前 記 （ １ ） な い し （ ８ ） の い ず れ か に 記 載 の ガ ス 分 散 函 。
（ １ ０ ） 多 孔 構 造 を た わ み 性 材 又 は 可 撓 性 材 か ら な る 多 孔 板 で 形 成 さ せ た 前 記 （ ９ ） 記 載
の ガ ス 分 散 函 。
（ １ １ ） 前 記 （ １ ） な い し （ １ ０ ） の い ず れ か に 記 載 の ガ ス 分 散 函 に ガ ス 導 入 管 を 接 続 し
て な る ガ ス 吹 込 装 置 。
（ １ ２ ） ガ ス 導 入 管 を ガ ス 分 散 函 の 側 部 に 接 続 す る 前 記 （ １ １ ） 記 載 の ガ ス 吹 込 装 置 。
（ １ ３ ） ガ ス 分 散 函 が 請 求 項 ７ 記 載 の も の で あ る 前 記 （ １ １ ） 又 は （ １ ２ ） 記 載 の ガ ス 吹
込 装 置
（ １ ４ ） 前 記 （ １ １ ） 、 （ １ ２ ） 又 は （ １ ３ ） 記 載 の ガ ス 吹 込 装 置 を タ ン ク 内 に 配 設 し て
な る 気 液 接 触 装 置 。
（ １ ５ ） タ ン ク 内 周 面 形 状 を ガ ス 吹 込 装 置 の ガ ス 分 散 函 の 外 周 面 形 状 と 同 様 に し て な る 前
記 （ １ ４ ） 記 載 の 気 液 接 触 装 置 。
（ １ ６ ） タ ン ク 及 び ガ ス 吹 込 装 置 の ガ ス 分 散 函 の 周 面 が 円 形 横 断 面 形 状 を 呈 す る 前 記 （ １
４ ） 又 は （ １ ５ ） 記 載 の 気 液 接 触 装 置 。
（ １ ７ ） タ ン ク と ガ ス 分 散 函 と の 間 の 空 間 の 横 断 面 積 あ る い は 最 小 横 断 面 積 を Ａ 、 ガ ス 分
散 函 の 横 断 面 積 あ る い は 最 大 横 断 面 積 を Ｂ 、 ガ ス 分 散 函 の 中 央 部 の 貫 通 空 間 の 横 断 面 積 あ
る い は 最 小 横 断 面 積 を Ｃ と し た と き 、 Ａ ： Ｂ が １ ： １ ～ １ ： ２ ０ 、 Ａ ： Ｃ が １ ： ０ ． ５ ～
１ ： １ ０ の 範 囲 で あ る 前 記 （ １ ４ ） 、 （ １ ５ ） 又 は （ １ ６ ） 記 載 の 気 液 接 触 装 置 。
（ １ ８ ） 軽 質 炭 酸 カ ル シ ウ ム 製 造 用 で あ る 前 記 （ １ ４ ） な い し （ １ ７ ） の い ず れ か に 記 載
の 気 液 接 触 装 置 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の ガ ス 分 散 函 は 、 リ ン グ 状 で 中 空 に 形 成 さ れ 、 か つ 上 部 が 多 孔 性 に さ れ た 構 造 を
有 し 、 側 部 又 は 下 部 、 好 ま し く は 側 部 に ガ ス 導 入 口 が 設 け ら れ た も の で あ っ て 、 し か も 対
称 性 を 有 し 、 対 称 軸 に 沿 っ て 中 央 部 が 貫 通 空 間 と な さ れ た も の で あ る 。
　 対 称 性 に つ い て は 回 転 対 称 性 と す る の が 好 ま し く 、 ま た 、 対 称 軸 は 回 転 対 称 軸 と す る の
が 好 ま し い 。
　 上 記 リ ン グ 状 構 造 に つ い て よ り 好 ま し い 形 態 を 説 明 す る と 、 対 称 軸 に 垂 直 方 向 の 内 周 と
外 周 と の 比 あ る い は 対 称 軸 に 垂 直 方 向 の 最 小 内 周 と 最 大 外 周 と の 比 を １ ： １ ． ５ ～ １ ： １
０ 、 中 で も １ ： ２ ～ １ ： ３ の 範 囲 、 ま た 、 対 称 軸 方 向 の 函 高 さ と 対 称 軸 に 垂 直 方 向 の 外 周
あ る い は 最 大 外 周 と の 比 を １ ： １ ～ １ ： ５ ０ 、 中 で も １ ： ４ ～ １ ： １ ０ の 範 囲 と す る の が
よ い 。 こ の 最 小 内 周 及 び 最 大 外 周 は 、 後 述 の 縦 断 面 形 状 が 円 、 楕 円 、 及 び 角 部 に Ｒ を 有 し
て も よ い 、 多 角 形 、 半 円 又 は 半 楕 円 等 で あ る 場 合 に つ い て 、 適 用 さ れ る 。
　 ま た 、 貫 通 空 間 は 回 転 対 称 軸 と 同 軸 に 形 成 さ れ て い る の が 好 ま し い 。
　 縦 断 面 形 状 に つ い て は 、 対 称 軸 を 含 ん で 、 円 、 楕 円 、 及 び 角 部 に Ｒ を 有 し て も よ い 、 多
角 形 、 半 円 又 は 半 楕 円 か ら な る 群 か ら 選 ば れ た 少 な く と も 一 種 の も の で あ る の が 好 ま し く
、 特 に 該 ガ ス 分 散 函 と し て 、 ド ー ナ ツ 形 状 を 有 す る も の 、 或 い は 対 称 軸 を 含 む 縦 断 面 形 状
を 、 角 部 に Ｒ を 有 し て も よ い 矩 形 、 楕 円 、 円 、 中 で も 該 矩 形 と し た も の が 有 利 で あ る 。
　 ま た 、 該 ガ ス 分 散 函 と し て 、 少 な く と も 上 部 が た わ み 性 材 又 は 可 撓 性 材 か ら な る も の や
、 上 部 を 、 多 孔 構 造 、 中 で も た わ み 性 材 又 は 可 撓 性 材 か ら な る 多 孔 板 で 覆 わ れ た 開 口 構 造
と し た も の が 好 ま し い 。
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　 多 孔 構 造 と し て は 、 孔 径 ０ ． ５ ～ ５ ０ ｍ ｍ 、 中 で も １ ～ １ ０ ｍ ｍ の 開 孔 を 、 吐 出 圧 損 が
５ ０ ～ ５ ０ ， ０ ０ ０ Ｐ ａ 、 中 で も １ ， ０ ０ ０ ～ １ ０ ， ０ ０ ０ Ｐ ａ の 範 囲 と な る よ う な 数 で
設 け た も の が 好 ま し い 。
　 多 孔 板 と し て は 、 ゴ ム 板 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の ガ ス 吹 込 装 置 は 、 こ の よ う な ガ ス 分 散 函 に ガ ス 導 入 管 を 接 続 し て な る も の で あ
っ て 、 好 ま し く は 接 続 部 位 を 、 ガ ス 分 散 函 、 中 で も ド ー ナ ツ 形 状 を 有 す る か 或 い は 対 称 軸
を 含 む 縦 断 面 形 状 を 角 部 に Ｒ を 有 し て も よ い 矩 形 と し た ガ ス 分 散 函 の 側 部 と し た も の で あ
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 気 液 接 触 装 置 は 、 こ の よ う な ガ ス 吹 込 装 置 を タ ン ク 内 に 配 設 し て な る も の で あ
っ て 、 好 ま し く は タ ン ク 内 周 面 形 状 を ガ ス 吹 込 装 置 の ガ ス 分 散 函 の 外 周 面 形 状 と 同 様 に し
て な る も の 、 接 続 部 位 を 、 ガ ス 分 散 函 、 中 で も ド ー ナ ツ 形 状 を 有 す る か 或 い は 対 称 軸 を 含
む 縦 断 面 形 状 を 角 部 に Ｒ を 有 し て も よ い 矩 形 と し た ガ ス 分 散 函 の 側 部 と し た も の 、 中 で も
タ ン ク 及 び ガ ス 吹 込 装 置 の ガ ス 分 散 函 の 周 面 が 円 形 横 断 面 形 状 を 呈 す る も の で あ る 。
　 本 発 明 の 気 液 接 触 装 置 は 、 さ ら に 、 タ ン ク と ガ ス 分 散 函 と の 間 の 空 間 の 横 断 面 積 あ る い
は 最 小 横 断 面 積 を Ａ 、 ガ ス 分 散 函 の 横 断 面 積 あ る い は 最 大 横 断 面 積 を Ｂ 、 ガ ス 分 散 函 の 中
央 部 の 貫 通 空 間 の 横 断 面 積 あ る い は 最 小 横 断 面 積 を Ｃ と し た と き 、 Ａ ： Ｂ が １ ： １ ～ １ ：
２ ０ 、 中 で も １ ： ５ ～ １ ： １ ０ の 範 囲 、 Ａ ： Ｃ が １ ： ０ ． ５ ～ １ ： １ ０ 、 中 で も １ ： １ ～
１ ： ２ の 範 囲 で あ る も の が 好 ま し く 、 さ ら に は タ ン ク 内 空 間 の 横 断 面 積 に 対 し 、 ガ ス 吹 込
装 置 の ガ ス 分 散 函 の 最 大 横 断 面 積 の 割 合 及 び ガ ス 分 散 函 に お け る 貫 通 空 間 の 最 小 横 断 面 積
の 割 合 が そ れ ぞ れ ３ ５ ～ ８ ５ ％ 及 び ５ ～ ２ ５ ％ の 範 囲 で あ る も の や 、 タ ン ク 内 径 に 対 す る
、 ガ ス 吹 込 装 置 の ガ ス 分 散 函 の 内 径 及 び 外 径 の 比 が そ れ ぞ れ １ ： ４ ～ １ ： ２ 及 び ２ ４ ： ３
１ ～ ９ ： １ ０ の 範 囲 で あ る も の が 好 ま し く 、 ま た 、 ガ ス 分 散 函 の 高 さ と タ ン ク の 底 面 か ら
ガ ス 分 散 函 の 底 面 ま で の 高 さ と の 比 が １ ： ０ ． ５ ～ １ ： ５ 、 中 で も １ ： １ ～ １ ： ２ の 範 囲
で あ る も の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う な 気 液 接 触 装 置 は 、 軽 質 炭 酸 カ ル シ ウ ム 製 造 用 と し て 特 に 好 適 で あ る 。
　 軽 質 炭 酸 カ ル シ ウ ム の 製 造 に 際 し て は 、 以 下 の よ う に す る の が 好 ま し い 。
　 気 液 接 触 装 置 と し て 、 前 記 し た Ａ ： Ｂ を １ ： ５ ～ １ ： １ ０ の 範 囲 、 Ａ ： Ｃ を １ ： １ ～ １
： ２ の 範 囲 と し 、 ガ ス 吹 込 装 置 の ガ ス 分 散 函 の 高 さ と タ ン ク の 底 面 か ら ガ ス 分 散 函 の 底 面
ま で の 高 さ と の 比 を １ ： １ ～ １ ： ２ の 範 囲 と し た も の を 用 い 、 こ の 気 液 接 触 装 置 の タ ン ク
内 に 、 消 石 灰 乳 を 、 ガ ス 分 散 函 の 上 面 か ら 液 面 ま で の 高 さ と ガ ス 分 散 函 の 高 さ と の 比 が 、
吹 き 込 ま れ る 二 酸 化 炭 素 の 供 給 ガ ス 圧 に 応 じ て 好 適 と な る よ う な 範 囲 に 仕 込 み 、 二 酸 化 炭
素 を 吹 き 込 ん で 気 液 接 触 反 応 を 行 わ せ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の ガ ス 分 散 函 は 、 従 来 の 円 形 や 円 盤 状 の も の に 比 し 、 ガ ス 吹 き 込 み 面 積 を 増 大 さ
せ る こ と が で き 、 例 え ば ２ ～ ３ 倍 程 度 の 該 面 積 増 大 を 容 易 に 達 成 し う る の で 有 利 で あ る 。
　 こ の ガ ス 分 散 函 を タ ン ク 内 に 配 設 し た 気 液 接 触 装 置 を 用 い る と 、 気 液 接 触 時 に 分 散 函 か
ら 上 昇 さ れ る 気 泡 に よ り 分 散 函 上 面 よ り 上 方 の 液 部 に つ い て は 比 重 が 軽 く な っ て 気 泡 の な
い 側 面 部 の 液 部 と の 比 重 差 が 発 生 し 、 そ れ に よ り 側 面 部 に 下 降 流 が 発 生 し て 下 降 流 が 底 面
に 強 い 流 れ を つ く り 、 底 部 が 撹 拌 さ れ 、 さ ら に こ の 流 れ は ガ ス 分 散 函 に 貫 通 空 間 を 通 し て
上 方 へ 流 れ る 上 昇 流 を つ く り 、 こ の よ う に し て タ ン ク 中 心 部 に は 循 環 流 が 形 成 さ れ 、 タ ン
ク 内 の 循 環 が 連 続 し て 起 き る た め 、 タ ン ク 内 を 撹 拌 す る 撹 拌 装 置 が 不 要 に な る と い う 顕 著
な 効 果 を 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 、 実 施 例 に よ り 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら
の 例 に よ り 何 ら 限 定 さ れ る も の で は な い 。
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【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ガ ス 分 散 缶 を 中 空 円 筒 状 と し 、 面 積 率 を 前 記 Ａ 、 Ｂ 及 び Ｃ で そ れ ぞ れ ３ ０ ％ 、 ５ ５ ％ 、
１ ５ ％ と し た 気 液 接 触 装 置 を 用 い 、 こ の 装 置 の タ ン ク 内 に 、 消 石 灰 乳 を 仕 込 み 、 二 酸 化 炭
素 含 有 ガ ス （ 空 気 と の 混 合 ガ ス 、 二 酸 化 炭 素 含 有 率 ３ ０ ％ ） を 、 単 位 面 積 当 た り の ガ ス 供
給 量 を 種 々 変 え て 吹 き 込 み 、 気 液 接 触 反 応 を 行 わ せ た 。 そ の 結 果 に つ い て 、 該 ガ ス 供 給 量
と ガ ス 吸 収 率 と の 関 係 を グ ラ フ に し て 図 １ に 示 す 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 実 施 例 と 同 様 の 気 液 接 触 装 置 で あ っ て 、 さ ら に ガ ス 分 散 函 を そ の 上 面 が タ ン ク 底 面 か ら
１ ｍ の 高 さ に な る よ う に 配 置 さ せ た も の を 用 い 、 こ の 装 置 の タ ン ク 内 に 、 消 石 灰 乳 を 、 ガ
ス 分 散 函 の 上 面 ま で の 液 深 さ を 種 々 変 え て 仕 込 み 、 二 酸 化 炭 素 含 有 ガ ス （ 空 気 と の 混 合 ガ
ス 、 二 酸 化 炭 素 含 有 率 ３ ０ ％ ） を 吹 き 込 み 、 気 液 接 触 反 応 を 行 わ せ た 。 そ の 結 果 に つ い て
、 該 液 深 さ と ガ ス 吸 収 率 と の 関 係 を グ ラ フ に し て 図 ２ に 示 す 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ の 気 液 接 触 反 応 に お け る ガ ス 供 給 量 と ガ ス 吸 収 率 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ
。
【 図 ２ 】 実 施 例 ２ の 気 液 接 触 反 応 に お け る 液 深 さ と ガ ス 吸 収 率 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ 。

【 図 １ 】

10

(6) JP 2007-111663 A 2007.5.10



【 図 ２ 】
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